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川又正智
て神の傍に復職するというにある。ヤズィーディという民族名一宗教名を知る人は日 したがって悪魔に
る゜周囲からは誤対する態度に他とことなるものがある。本では多くないであろう。紹介者の場合，はじめてメ
ソポタミア調査に参加しようとしているころ，ちよう 解と偏見によ り悪魔教徒とか悪魔崇拝者とよばれるほ
ど。 習俗では植物食タブーを持つのがめずらしい。の邦訳を読みその中でこの民族を 今ど出はじめたマイ
人口は15万ほどと推定され，その中約三分の二はイラ
クに住み，定着農耕民がおおい。
本書は12世紀の開祖シェイフ・アデイ以来現代まで
の歴史をたどり，オスマン時代に多くをさく。現代の
民俗についてはそうくわしくない。アデイの生涯や教
義のこと，ヤズィーディの名の由来，ヨーロッパ人と
の出会もくわしく書かれている。民族の自称はダーシ
ンだといわれることもあるが，本書によるとそれはヤ
マイの本は単に冒険小説と知った。
が，１９ｔ
してもおもしろい
19世紀後半ヨーロッパ人のオスマン帝国像やヨー
ﾄ教布教への反省などをかんがえるにロッパ・キリス
も興味ふかいものである。マイが異常ともいえる好意
ってこの人々ををえがいているのが妙に頭と称讃をも
にのこった。後でマイの材料が主にレアードらしいこ
とに気づいたし，偶然自身でヤズィーディの村ジガー
ンに住んで発掘する機会も得た (発掘概報は井・川又
ズイーデイの中の有力部族の名であるという。｢ラーフイダーンⅥ」； 資料と
政府公
村の生活については第23回クリ
彼ら自身の文献史料は少ないのだが，ルタイで川又紹介)。 しかし住んでみたが語学力の不 しては，
文書（
の記録
(英仏土ヴァティカン） やキリスト教ミッション政治上の事情からも民俗調査のまねごともでき足と，
ず，‐ （特に米国)，
利用していて。文献
西アジア諸語の出版物等を多数一方関係文献もフィールドの著作以外はくわしい
目録もくわしい。経典の英訳も付ずっとこの人々のこものもみることができないまま，
その起源を民族的にはハッカリされている。
とし，宗教［
本書の刊行を知った。著者は米 クルドとをかんがえていて，
国の実業家で，本来’ 教的には主にイ スラームから出てきたとしてで，本来は英人。軍役のためこの地域に関
係しはじめ，後にドイツやトルコのヤズイーディ集落
をおとづれるようになり，この初の単独ヤズィーディ
史書をあらわすにいたった。
ヤズィーディとはイラク・クルディスターンーーー特
にモースル北方シェイハン地方と西方シンジャール地
方一を中心に，他に本書によるとトルコ，ソ連，シ
リア，西ドイツ；ジガーンのハッジ・ラシード氏によ
るとレバノンにも－住み，クルド語ケルマンジー方
西アジアのキリスト教やヨーロッパのキリストいる。
教との関係についてもくわしい。日本人のヨーロッパ
経由のユダヤ・キリスト・イスラーム観をあらためる
にも役立つところがあろう。
所謂少数民族なのであるが，クルドの支族とかんが
えれば，
になる。
ろでは，
この地方ではむしろ多数派の民族であること
しかし紹介者がシェイハン地方で感じたとこ
彼等自身クルドヘのつよい対抗意識をもって
特に独自な宗教によって区別される集団 いるようで， クルド対アラブの問題においては，言をはなし
である。イ
ルトシュト
親ア
ランにも居るともきいている。宗教上はザ
やイスラーム・スーフイー，ネストリウス
などの混合とよくいわれているが，日だつ特色は，堕
ラブとも言い得る。
かつたので．ムス’
このあたりではクルドが第一に多
ムスリムのクルドに圧迫迫害されてきた
からであろうか。 帰属意識としてはクルドとはまった
ちた天使一シャイターンがいずれまた天使の長とし 〈別だとおもっているようであった。 その歴史は迫害
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ヤズィーディ墓地小堂（イラク，ムシャリファ村）
受難の歴史で，副題にsurvivalの語がある所以であ
る。なおＮＨＫシルクロード・イラク篇でクルドの春
のダンスとして放映されたのは，実はヤズィーディの
ダンスであった。
少数民族なる存在は昔もあったであろう。むしろ太
古にはみなそうであったかもしれない－その場合，
少数民族という名は不要となるが。文化というものが
時を経るにつれ多様化してきたのか統一化してきたの
か（たとえばバベルの塔の話では，みなひとつであっ
たとかんがえているわけである)。そして今よりも物
の差違はおおきかったかどうか。政治経済は統一が大
きくなってくるのが歴史のながれで，文化全体もそう
なると一般にはかんがえられている。今，北メソポタ
ミアは多民族混在地だが，村ごとに差異のない物もあ
り，差異のあるものも有り，－村のなかだけでみても
同様である。発掘でこういう問題はどこまでわかるも
のなのだろうか。
発掘する者は過去をさぐるため地下を掘るが，その
テル上に現在居住する人々との間にもわすれがたい想
ができるものである。特にヤズィーディはレアードた
ち初期の発掘者の記録によく登場する人々で，学史上
もわすれられない。少数民族という言葉にある種のロ
マンを感ずる人もあるようだが，この民族は特に謎め
いた印象がつよかったようだ。紹介者にとっては，本
書がジガーンに行く前にあったら，と今おもう。とも
かく彼らとの友情はわすれない。
本書の章題は次のようである：
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